
3000 ⼈規模の催し トークイベント
の実施

⼤型コンサート
の開催

1000 ⼈規模の催し

地域イベントとの
連携

親⼦向けの
⽂化芸術体験

屋外での気軽な
⾳楽鑑賞体験

⽇常空間での
⾳楽体験

共⽤部での展⽰活動

託児機能付きの
コンサート実施

⾼⽔準の芸術性と
設備を有する演⽬

⻑期的な貸館事業
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施設を訪れた市⺠（若者）や
市外の⼈に対してまちの魅⼒
を発信する場にできると良い
のではないか。

いずれも多くの市⺠の施設利⽤につなが
るとともに、旭川市において安定した集
客を⾒込むことができ、収益性など運営
⾯での懸念が少ないのではないか。

鑑賞
家族単位で⽂化を
体験する事業

家族単位で⽂化を
体験する事業

⼤型事業⼤型事業

宣伝や事業コーディネートなど、施設運営者
側の能⼒や⼯夫が必要になるのではないか。

多様な空間で実施される
⼩規模事業

多様な空間で実施される
⼩規模事業

興⾏主の⽴場を想像すると、周辺⼈⼝の規模
から想定される来館者数の⾒込みや、市外か
らの来館を⾒込んだ際の宿泊施設数など、旭
川市としてのキャパシティを踏まえると、実
現性の⾯で課題があるのではないか。

市⺠が発信・紹介する場

親⼦向けの事業・施設で次世代継承

宣伝などのアプローチを
コメントのまとめ コメントのまとめ

コメントのまとめ

旭川市のキャパシティを踏まえた
実現性の懸念

コメントのまとめ
実現性に懸念

家族向け

宿泊施設が
⾜りないのでは

収⼊的には
メリット

動物園の園⻑や
飼育員が講演

駅ピアノは演奏者
多い  
→新ホールでやっ
てみたら良い

買い物公園の 
イベントと連携
できるとよい

冬季のスペースの
活⽤や景観は
検討が必要では

気軽に⽴ち寄る
きっかけに

若い⽅が活動を
⾒せる場を

ミュージック
ウィークや
⾳楽⼤⾏進と連携
できると良い

託児機能とも
繋がる

集客には運営者側
の⼯夫が必要か

⼦どもと⼀緒に気軽
に訪れられる

⼦供の頃の記憶
→愛着に繋がる

今まで通り学校
の発表会で使う
場として重要で
はないか

バレエを習う⼈は
多い
→旭川では需要が
⾼いのではないか

整備費⽤に懸念

⼈通り多い場所に
屋外スペースを
確保できるか？コンベンション

も 2000 ⼈が限界
では

1 ⽇あたりの集
客⼈数が薄まっ
ても成⽴する？

3000 ⼈となると
ドームツアーを⾏
うようなアーティ
ストまで呼ぶのは
難しいのでは

低予算

地元企業の製品
を展⽰
→地元就職に発展
するかもしれない

コンベンション
で訪れた⼈が旭
川を知れる展⽰

市⺠が市外の⼈
達に旭川を紹介
する場があると
よい

地域の⼩規模イベント

宣伝も必要

実現性に懸念

偶然訪れた⼈な
ど、幅広い⼈に
⾒てもらうため
にも有効では

地場産業の⽅に講演
依頼
→ソフト⾯のプロ
デューサーが必要
では

利⽤してくれる⼈が
いるだろうか

め

め

念
ン

⼈

な

め
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コストを下げれば良いという話ではなく、コストに対してどれだけの事業開催
や施設収⼊といったパフォーマンスが得られるか、というバランス感が重要
コストを下げれば良いという話ではなく、コストに対してどれだけの事業開催
や施設収⼊といったパフォーマンスが得られるか、というバランス感が重要

使⽤料の設定にも関係する？
→ PFI 等の⼿法になると、条例の範囲内で利⽤頻度が⾼くなるよう戦略的
に設定したり、得た収⼊を施設運営に⽣かすといったこと等も考えられる

使⽤料の設定にも関係する？
→ PFI 等の⼿法になると、条例の範囲内で利⽤頻度が⾼くなるよう戦略的
に設定したり、得た収⼊を施設運営に⽣かすといったこと等も考えられる

予約したかったが落選してし
まった、という興⾏事業の件数
を確認できると良いのでは

予約したかったが落選してし
まった、という興⾏事業の件数
を確認できると良いのでは

周辺地域における施設の状況や、旭川の⽂化ホール
に何を期待するのか、調査してみても良いのでは
周辺地域における施設の状況や、旭川の⽂化ホール
に何を期待するのか、調査してみても良いのでは

⼤ホールのキャパシティを
どうするか
⼤ホールのキャパシティを
どうするか

「興⾏として成⽴するか
どうか」という視点は、
重要な検討事項の⼀つ

「興⾏として成⽴するか
どうか」という視点は、
重要な検討事項の⼀つ

Kitara や hitaru ほど⼤きく
はなく、⼀⽅であまり⼩さく
することも難しいのでは

Kitara や hitaru ほど⼤きく
はなく、⼀⽅であまり⼩さく
することも難しいのでは

北海道全体を代表する施設というより、
旭川として担うべき圏域や現実的な
イベント等の特性を押さえていくべき

北海道全体を代表する施設というより、
旭川として担うべき圏域や現実的な
イベント等の特性を押さえていくべき

総じて、現施設においてベースとなっている事業をきちんと押さえて、
蔑ろにならないようにしていこうとするところが⼤きなポイントでは
総じて、現施設においてベースとなっている事業をきちんと押さえて、
蔑ろにならないようにしていこうとするところが⼤きなポイントでは

ホール内に「親⼦室」があると良いホール内に「親⼦室」があると良い

お洒落をして参加するフォーマルな事業と、
⼦どもや家族と気軽に施設を訪れる⽇常使い
との役割分担

お洒落をして参加するフォーマルな事業と、
⼦どもや家族と気軽に施設を訪れる⽇常使い
との役割分担

複数のホールを整備する場合、
それぞれの性格付けが⼤事になるのでは
複数のホールを整備する場合、
それぞれの性格付けが⼤事になるのでは

吹奏楽や合唱の全国⼤会に
は概ね 2,000 席以上が必要
→宿泊施設や交通機関の⾯
で難しいのでは

吹奏楽や合唱の全国⼤会に
は概ね 2,000 席以上が必要
→宿泊施設や交通機関の⾯
で難しいのでは

旭川で開催できたら使い勝⼿が良
い催しと、札幌で開催する⽅が合
理的な催事の特性について分析が
必要では

旭川で開催できたら使い勝⼿が良
い催しと、札幌で開催する⽅が合
理的な催事の特性について分析が
必要では

2,000 席は札幌の⼤型事業でも
埋まらない場合ある
→旭川の周辺⼈⼝から将来的に
過剰となるおそれがあるのでは

2,000 席は札幌の⼤型事業でも
埋まらない場合ある
→旭川の周辺⼈⼝から将来的に
過剰となるおそれがあるのでは

どれだけ「集客しやすい席数」
であったとしても、そもそも収
⽀が成⽴せず、使われない施設
になってしまっては意味がない
のでは

どれだけ「集客しやすい席数」
であったとしても、そもそも収
⽀が成⽴せず、使われない施設
になってしまっては意味がない
のでは

コメントのまとめ 括られたカード群の事業タイトル（仮）
事業の⽅向性 管理運営の⽅向性

第８回検討会での意⾒

凡
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管理運営の⽅向性管理運営の⽅向性 調査が必要な事項調査が必要な事項事業の⽅向性事業の⽅向性

関係する基本構想の「基本的な役割」



⽂化芸術の学び
を深める場

舞台技術に関する
知識・技術の継承

500 ⼈規模の
発表の場

個⼈や数⼈での
練習活動

100 ⼈規模の
発表の場練習でのホール利⽤

⾃由に学び、交流
を深める場

部活動の第 2拠点
としての活⽤

プロと市⺠による
共演事業

早朝や夜間
などの開館

複数展⽰会の
同時開催

活動
⽂化ホールの中核を成す

「発表の場」として機能する事業市⺠の⽇常的な活動での
使い⽅・使いやすさに関係する事業

次世代の担い⼿を育てる
学び・育成に関する事業
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様々な属性の⼈が施設を
訪れることにつながる事業

様々な規模感の「発表」に対応可能な
選択肢を備えることが、多くの活動を
⽣むことにつながるのではないか。

⾃由に活動・発信できる場があること
で、特定の⽬的を持つ⼈だけではなく、
様々な年齢・性別の⼈が滞在しやすく
なり、「交流」にもつながるのではな
いか。

順序として、まず「発表の場」の機能
を優先し、そちらを確保した後に、整
備可能な規模・性能に合わせて事業等
を検討し拡⼤していくべきではないか。

「学び・育成」に関係する事業であり、
「発表の場」や「練習の場」について
の施設規模が⾒えてきてから、その中
での実現可能性について検討できると
良いのではないか。

具体的な施設の「運営⽅法」に分類さ
れる事業であり、他の事業の考え⽅が
定まった後に、実態などを踏まえて検
討し整備していくべきではないか。

規模感については、公会堂が将来的
になくなることを踏まえ、その機能
を承継することや、市内他施設の規
模や利⽤状況なども鑑みて整備して
いくべきではないか。

既存施設との関係を踏まえた
規模設定

コメントのまとめ

多様な「発表」に対応するホール
機能の確保

コメントのまとめ

⾃由な活動・発信が多様な交流
を⽣む

発表を起点に練習や⽇常の活動へ
少しずつ拡⼤

コメントのまとめ

発表・練習の場を前提とした
「学び・育成」

他事業を踏まえて検討する運営の
あり⽅

コメントのまとめ

コメントのまとめ

コメントのまとめ

規模に選択肢
が欲しい

1500〜2000 席
の⼤ホールを整
備することは⼤
前提ではないか

複数の活動予定
が同時に⼊って
も使⽤できると
良い

公会堂の機能継承
を考えると、500
〜800 席のホール
も必要では

⽇常的な活動で
の使い⽅・使い
やすさに関係

利⽤者層が限定
されるのでは

様々な属性の⼈
が訪れることに
つながる

⾳楽界では 100
⼈規模の需要が
⾼いと感じる

ハード整備の在り⽅

デザイン都市で
あり、ユネスコ
創造都市である
⽂化・芸術・デ
ザインの⽅向性
を踏まえた施設
整備ができると
良い

学校では先⽣か
ら教わることは
できるが、プロ
と活動する機会
は得にくいと思
う
新⽂化ホールな
らではの価値に
つながるのでは

施設の維持に寄
与するなら意義
深いのでは

近くに学校など
があれば、勉強
場所としての需
要はあるかも

飲⾷店などが⼊
居していれば、
通勤前後の⾷事
場所として利⽤
されるかも
他の事業が定
まった後に検討
する事項

市⺠の使いさすさ重視

選択肢を増やして
どんなことができ
かそうか

イベントに付随した
学びや育成の事業

旭川市としての
⽂化・芸術の発信

利⽤実態や近隣他施
設の規模など踏まえ
検討が必要では

早朝・深夜に⼈
通りや利⽤がど
こまで⾒込める
か、実態を踏ま
えて検討する必
要があるのでは

学⽣の練習場所
が不⾜している
のでは

「発表の場」や
「練習の場」が
⾒えてきてか
ら検討するべ
きでは

討

視
承承
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恒常的に様々な催しを開催しやすく、活動が続き、
いつ訪れても⾒学できるようにするためには、
市⺠か事業者かは別として、積極的に関与する
組織・⼈材が必要になると思う

恒常的に様々な催しを開催しやすく、活動が続き、
いつ訪れても⾒学できるようにするためには、
市⺠か事業者かは別として、積極的に関与する
組織・⼈材が必要になると思う

NPO 法⼈などの団体が、⾏政と市⺠の間に⼊って
市⺠活動を⽀え、窓⼝になっていく仕組みは魅⼒的
NPO 法⼈などの団体が、⾏政と市⺠の間に⼊って
市⺠活動を⽀え、窓⼝になっていく仕組みは魅⼒的

ホールの席数は、現施設の稼働率に加えて、
実際にどれだけ⼈が⼊っているかといった
実績を基に考えるべきだと思う
→ 例年参加している催事では、⼤⼩ホール
とも毎回ほぼ満席に近い状況であり、
感覚的には現施設と同程度は必要と感じる

ホールの席数は、現施設の稼働率に加えて、
実際にどれだけ⼈が⼊っているかといった
実績を基に考えるべきだと思う
→ 例年参加している催事では、⼤⼩ホール
とも毎回ほぼ満席に近い状況であり、
感覚的には現施設と同程度は必要と感じる

既存施設との住み分けも⼤事だと思うが、⽼朽化
している近隣施設は他にもあり、それらの施設が
担っている活動を継承・集約化するといった視点
も⼤事であるように思う

既存施設との住み分けも⼤事だと思うが、⽼朽化
している近隣施設は他にもあり、それらの施設が
担っている活動を継承・集約化するといった視点
も⼤事であるように思う

現に市⺠の⽅々が⾏っている活動をしっかり
⽀えていく場を整理しようというところを重視
現に市⺠の⽅々が⾏っている活動をしっかり
⽀えていく場を整理しようというところを重視

現在の規模・機能では実施できていな
い事業等も合わせて考慮していく必要
があるのでは

現在の規模・機能では実施できていな
い事業等も合わせて考慮していく必要
があるのでは

ホールの座席は複層式にして、
１階層だけの使⽤も可能とする
など、様々なキャパシティに
対応できると良い

ホールの座席は複層式にして、
１階層だけの使⽤も可能とする
など、様々なキャパシティに
対応できると良い

利⽤実態から考えたとき、
ステージと客席は必要か
利⽤実態から考えたとき、
ステージと客席は必要か

各分野の活動⼈⼝は徐々に減少していると想像され、多⽬的に使えるように整備
しなければ、稼働率が低くなってしまうのでは

活動規模に応じて部屋を分割できる構造であれば、様々なキャパシティにも対応
できると思われるが、複数室で同時に⾳が出る活動をしようとした場合、互いの
活動を阻害してしまうおそれがある

各分野の活動⼈⼝は徐々に減少していると想像され、多⽬的に使えるように整備
しなければ、稼働率が低くなってしまうのでは

活動規模に応じて部屋を分割できる構造であれば、様々なキャパシティにも対応
できると思われるが、複数室で同時に⾳が出る活動をしようとした場合、互いの
活動を阻害してしまうおそれがある

部屋の⽤途を「防⾳仕様かどうか」で分けている事例もある
・防⾳あり：⾳楽、演劇、バレエ、ダンス等
・防⾳なし：⼯作、絵画等
→「発表の場」は防⾳ありとして整備

防⾳室が何室必要か、分割可能な部屋で⾜りるかという部分は、現在の利⽤実態
に加えて、新施設で同時に⾳が出る活動を想定するのか、という点次第では

部屋の⽤途を「防⾳仕様かどうか」で分けている事例もある
・防⾳あり：⾳楽、演劇、バレエ、ダンス等
・防⾳なし：⼯作、絵画等
→「発表の場」は防⾳ありとして整備

防⾳室が何室必要か、分割可能な部屋で⾜りるかという部分は、現在の利⽤実態
に加えて、新施設で同時に⾳が出る活動を想定するのか、という点次第では
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創作物の販売機会
の創出

⾷と⽂化を
楽しむ場

周辺ホテルと
連携した学会開催

ホワイエを活⽤し
た練習活動新たなジャンル

の表現の場

世代を超えた
交流の場

全国的な
産業博覧会

ランチミーティング
等への対応

市⺠活動の
発表の場

市内他施設と
の連携事業

⽇常的に訪れたくなる場を作ることで、
市⺠の交流を促す事業

⽇常的に訪れたくなる場を作ることで、
市⺠の交流を促す事業

幅広い分野の⽂化を
扱う既存事業

幅広い分野の⽂化を
扱う既存事業⽂化活動を取り巻く関連事業⽂化活動を取り巻く関連事業

24

25

31

3028

29

32

33

26

27

交 流

多くの市⺠が利⽤する施設となるよう、
現在も実施されている事業は持続的に
実施しつつ、次世代のためのホールと
して整備していくことが望ましいので
はないか。

「新⽂化ホールに⾏ったら、いつ
も何かが⾏われている」と認識
される場を設けることで、市⺠
が施設を訪れるきっかけを作る
べきではないか。

事業をコーディネートするなど、ハード
整備だけでなく、ソフト⾯に関して施設
運営者の能⼒や⼯夫が求められるのでは
ないか。

他施設でも⾏うことができる事業について
は、新⽂化ホールでの実施について、理屈
の整理が必要なのではないか。

他の施設等とも連携した事業を企画・運営
するなど、「新たなコミュニティスペース
を構築」し、交流の輪を⽣むことが、施設
利⽤の循環につながるのではないか。

新たなコミュニティの構築
コメントのまとめ

既存事業の継続と強化

施設に訪れるきっかけ ソフト⾯の⼯夫
コメントのまとめ

他施設でも実施可能な事業の位置付け

コメントのまとめ

コメントのまとめコメントのまとめ

⽂化ホールの活動
に関わってくるな
ら良いと思う

⾷と⽂化を具体
に繋げるイメー
ジが沸きにくい
と感じる

⽂化ホールをどこ
まで多⽬的に使⽤
できる場とするべ
きか

展⽰室でできる
かも⽂化ホールでな

くてもできるの
ではないか

まちなか⽂化⼩
屋など他施設と
の連携できると
良い

近隣施設の連携を
「線」で捉えるべ
きではないか

現時点でも⾏って
いる⼤切な活動

幅広い⽂化の
発表の場

市⺠活動が⼤切

ホールだけでなく、
展⽰室も絵画や普
通の展⽰など、「発
表の場」として活
⽤されている

「発表の場」だけで
な く、「練 習 の 場」
としても活⽤でき
ると良いと思う

次世代に活動の
場を残したい

様々な芸術に触
れ合える場にし
たい

アンサンブル活
動などで明るい
場になると良い

⾼校⽣などが学習
などに使⽤できる
場になると良い

ホワイエなど⾃
由に利⽤できる
と良い

エントランスを⾃
由に気軽に使⽤で
きるようになると
良い

とりまとめる⼈材
が⼤切なのでは

⺠間活⼒の活⽤
→いかに費⽤をかけ
ず、質の⾼い事業を実
施できるかが運営上の
ポイントなのでは

⽂化会館は商業の場では
ないのでは？

既存事業は継続的に
⾏うべきなのでは

⽂化ホールにアクセス
しやすい環境を整える
べきではないか

事業実現に向けて
ソフト⾯を整える
べきではないか

次世代に残せる
施設にしたい

に

ススススス

て

は
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全てのソフトをハードと結びつけて実現しよう
とすると、施設規模の⾯でも整備費の⾯でも限
界があるので、運営としてうまくスペースを使
いこなすような⼯夫が必要

全てのソフトをハードと結びつけて実現しよう
とすると、施設規模の⾯でも整備費の⾯でも限
界があるので、運営としてうまくスペースを使
いこなすような⼯夫が必要

市内にデパートがなくなったことで、催事場
がなくなった。⺠間事業者が販売等にも使⽤
できることは、交流にもつながるのでは

市内にデパートがなくなったことで、催事場
がなくなった。⺠間事業者が販売等にも使⽤
できることは、交流にもつながるのでは

情報の集約・発信の拠点となることが、
交流のきっかけにもなるのでは
情報の集約・発信の拠点となることが、
交流のきっかけにもなるのでは

公演のチラシを全市に共有してくれるなど、
新⽂化ホールが市内外の⽂化芸術関係情報を
集約・拡散するハブ機能を担えると良い

公演のチラシを全市に共有してくれるなど、
新⽂化ホールが市内外の⽂化芸術関係情報を
集約・拡散するハブ機能を担えると良い

場所だけでなく、組織（⽂化団体協議会
のような団体）も必要なのでは
場所だけでなく、組織（⽂化団体協議会
のような団体）も必要なのでは

誰と誰の交流を想定するのか
→⽂化芸術に関係する⼈に限らず、市外の
⼈なども幅広く受け⼊れ、交流することを
想定できる施設になれば、基本構想の「ま
ちづくり」機能を果たし得ると思う

誰と誰の交流を想定するのか
→⽂化芸術に関係する⼈に限らず、市外の
⼈なども幅広く受け⼊れ、交流することを
想定できる施設になれば、基本構想の「ま
ちづくり」機能を果たし得ると思う

市内団体等の実状を理解している市⺠団
体と、⺠間事業者とが協⼒して運営する
ことで、互いに補完し合えるのでは

市内団体等の実状を理解している市⺠団
体と、⺠間事業者とが協⼒して運営する
ことで、互いに補完し合えるのでは

継続的に⼈が訪れる施設にするためには、施設の個性や特徴
となる「何のためのホールか」というソフト⾯が重要では
継続的に⼈が訪れる施設にするためには、施設の個性や特徴
となる「何のためのホールか」というソフト⾯が重要では

⾳の影響等を考慮すると、同時
に実施することは困難では
→時間を区切るなど、マネジメ
ントの⼯夫が必要なのでは

⾳の影響等を考慮すると、同時
に実施することは困難では
→時間を区切るなど、マネジメ
ントの⼯夫が必要なのでは

学⽣が集まって⾃習等で使⽤する
のであれば開かれた空間でも可能
だと思われる

学⽣が集まって⾃習等で使⽤する
のであれば開かれた空間でも可能
だと思われる

施設の運営体制がどのような形となり、
どのような利⽤の仕⽅を促すか
施設の運営体制がどのような形となり、
どのような利⽤の仕⽅を促すか

コメントのまとめ 括られたカード群の事業タイトル（仮）
事業の⽅向性 管理運営の⽅向性

第８回検討会での意⾒

凡
例

第９回検討会での意⾒

管理運営の⽅向性管理運営の⽅向性 調査が必要な事項調査が必要な事項事業の⽅向性事業の⽅向性

関係する基本構想の「基本的な役割」



3636

⽇本の伝統⽂化
体験講座

専⾨家による教育現場
へのアウトリーチ

市⺠の相談窓⼝
の設置

市⺠による
⽂化情報の発信

鑑賞内容に理解を
深める講座と公演 鑑賞への参加促

進
旭川の⽂化情報
発信の拠点

インクルーシブ
な鑑賞事業

周辺地域との連携

協賛⾦による
ホール運営

発信
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⽂化交流活動の拠点」となるためには、
市内の⽂化芸術に関する情報が集約さ
れる場としての機能を持つことが重要
となってくるのではないか。

「インクルーシブ」に限らず、⼩規模
な市⺠団体等の様々な活動で使い勝
⼿の良い規模感・仕様の諸室などが
整備され、利⽤率が⾼まれば、それ
が⼀番の「発信」となるのではないか。

情報発信は重要な意義を持つ分、責任の
所在を明⽰できる主体として、施設運営
者が担うべきではないか。

情報発信の責任主体

柔軟な申込受付や⽀払⽅法、チケット
の販売⽅法など、利⽤しやすい仕組み
を構築することで、より多くの⽅に施
設を訪れてもらえるようになり、それ
が「発信」につながるのではないか。

施設を持続的に運営していくため
に、施設運営者と⺠間事業者が連
携することは重要。また、連携を
実現するために、ノウハウを持つ
事業者が施設運営に関わることが
望ましいのではないか。

隣接する市役所で担える機能については、
新⽂化ホールが重複して担う必要はない
のではないか。

専⽤設備が必要となる事業につ
いては、過剰な設備とならない
よう、実施頻度など需要を踏ま
えた事業を実施できると良いの
ではないか。

アウトリーチ事業を担うためには、
事業主体となる施設運営者にノウハ
ウが求められるのではないか。

和室などの特定諸室の整備に関しては、
専⾨性の⾼い事業からの視点だけで必要性
を評価するのではなく、控室としての活⽤
など、様々な事業での活⽤可能性などを踏
まえ、総合的に検討が必要ではないか。

コメントのまとめ

市⺠の学びと相談を⽀える事業 鑑賞への理解と参加を広げる事業
「⽂化芸術の拠点」機能に

関する事業
外部連携を通じた
施設運営事業

41

⽂化情報が集まり、回遊が⽣まれる起点

柔軟な中⼩規模空間の整備

参加しやすい仕組みの整備

持続可能な運営モデル

市役所との役割分担 専⽤設備と需要の⾒極め

アウトリーチ事業の運営

特定諸室の多⽤途検討
コメントのまとめ コメントのまとめ コメントのまとめ コメントのまとめ

コメントのまとめ

コメントのまとめ

コメントのまとめ

コメントのまとめ

専⽤性だけでなく
汎⽤性も含めて 
判断すべきでは

⾃宅に茶室がある
⽅々が、わざわざ
使⽤料を払って公
共施設を使ってく
れるだろうか

控室としての利⽤
も⾒込めるのでは

市役所が隣接して
いるため出張する
必要はないのでは

情報発信は重要

トラブルがあった
とき、誰が責任を
取る？

運営主体にノウハウ
が求められるのでは
部活動が縮⼩した場合
には、⽂化会館が課外
活動等の場になる可能
性があるのでは

専⽤設備は利⽤頻度
を⾒て慎重に判断す
べきである

控室など既存諸室
の活⽤で対応も考
えられるのでは

講座は鑑賞の理解
を深める⼊⼝

⽂化芸術に関する情
報が集約される場を
つくることが⼤切だ
と思う
チケットを扱える
仕組みがあると良い

周辺施設と連携
した情報発信が
できると良い

連携が協賛や
共同事業の⼊⼝に
なり得るのでは

使いやすさが⼤切
だと思う

⼩規模団体が
気軽に利⽤できる
と良い

可変式の空間は
使い道が広がる

利⽤率の向上が
⼤切では

⽂化会館以外にも活
動の場がある？

運営⾯が重要に
なってくるのでは

ネーミングライツ
などにも取り組め
ると良い

オンライン購⼊や
⽀払い⽅法の拡充
ができると良い

来館そのものが
⼀番の情報発信

⾃主事業は、少しで
も空席を減らす努
⼒をしたほうが良
いのでは

施設と企業の連携
は重要だと思う

ハード整備の議論が
必要な事業なのでは

常に多くの⼈が訪れる
施設になることで企業
連携が動きやすくなる
のでは

ホールを埋めるため
の起点としたい
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他の⽤事「ついで」に施設を訪れるなど、
流れの中で⽬に⼊るきっかけが必要では
他の⽤事「ついで」に施設を訪れるなど、
流れの中で⽬に⼊るきっかけが必要では

⽂化芸術のインフォメーションセンター
として、観光案内所と連携できると良い
⽂化芸術のインフォメーションセンター
として、観光案内所と連携できると良い

⽬が届きやすい場所で、気付きやすく、
フラットに⼊れる相談窓⼝
→ エントランスと⼀体にするなどの⼯夫

⽬が届きやすい場所で、気付きやすく、
フラットに⼊れる相談窓⼝
→ エントランスと⼀体にするなどの⼯夫

コメントのまとめ 括られたカード群の事業タイトル（仮）
事業の⽅向性 管理運営の⽅向性

第８回検討会での意⾒

凡
例

第９回検討会での意⾒

管理運営の⽅向性管理運営の⽅向性 調査が必要な事項調査が必要な事項事業の⽅向性事業の⽅向性

関係する基本構想の「基本的な役割」


